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2006.11.132006.11.13
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20020066年度中間決算概要年度中間決算概要
及び及び

20020066年度見通し年度見通し
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前年中間期との対比（総括）
（百万円）

（○）6322,3462,978純利益

（○）1,1314,0045,135経常利益

（○）1,1783,9905,168営業利益

（○）3,77414,55918,333売上高

差異05年中間06年中間
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ｾｸﾞﾒﾝﾄ別売上高ｾｸﾞﾒﾝﾄ別売上高
（百万円）（百万円）

（○）3,77414,55918,333合計

（○）208405613その他事業

（○）2162,4112,627触媒事業

（○）3531,0501,403電材事業

（○）2,99710,69313,690金属ﾁﾀﾝ事業

差異05年中間06年中間
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ｾｸﾞﾒﾝﾄ別営業利益ｾｸﾞﾒﾝﾄ別営業利益
（百万円）（百万円）

（○）1,1783,9905,168連結

（×）102-569-671消去又は全社

（○）1,2804,5595,839合計

（○） 45-639その他事業

（×）153786633触媒事業

（○）20835243電材事業

（○）1,1803,7444,924金属ﾁﾀﾝ事業

差異05年中間06年中間
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営業利益営業利益 0606上上 対対0505上上
（億円）（億円）

51.7

39.9

05上 06上

＜特殊要因(×)2.2＞

・在庫評価方法変更 （触媒）

＜減益要因(×)14.4＞

（将来に向けたｺｽﾄ ×2.9）

・研究開発費、新EB工場関連

増産対応工作費

（原価等 ×6.6）

・ﾁﾀﾝ鉱石、電力費、添加材、販管費

（鉄鋼添加材向け ×4.9）

＜増益要因(○)28.4＞

・為替(108.8→115.8円/$) ○ 2.7

・ｽﾎﾟﾝｼﾞ、ｲﾝｺﾞｯﾄ増販等 ○8.0

・ﾁﾀﾝ販売価格 ○14.2

・電材増販等 ○ 2.1

・その他 ○ 1.4
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貸借対照表貸借対照表
（百万円）（百万円）

42335,61636,039資産の部合計

42335,61636,039負債・純資産合計

(*)少数株主持分を含む。

△2502,7002,450借入金

当期利益2,978、
配当△910

2,07424,56126,635（純資産合計*）

未払法人税等△1,600△1,4018,3556,954その他負債

△1,65111,0559,404（負債の部）

有形固定資産1,647
(ﾁﾀﾝ・触媒増強投資)

1,48917,46418,953固定資産

現預金△1,236△1,06618,15217,086流動資産

（資産の部）

主な内訳差異
05

年度末
06年

中間末
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2006年度見通し年度見通し
（百万円）（百万円）

*04年度は
分割換算

(○)877

(○)1,252

(○)1,260

(○)5,944

差異

5,123

8,948

8,980

31,706

05年度

06年度（予定）05年度04年度

6,0003,0222,978純利益

25.0
(内、記念配当5.0)

15.05.0
配当金
(円/株)

10,2005,0655,135経常利益

10,2405,0725,168営業利益

37,65019,31718,333売 上 高

06年度
見通し

06下期
見通し

06上期
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ｾｸﾞﾒﾝﾄ別売上高ｾｸﾞﾒﾝﾄ別売上高
（百万円）（百万円）

(○)5,94431,70637,65019,31718,333合計

(○)2041,2751,479866613その他事業

(○)7064,7475,4532,8262,627触媒事業

(○)4332,3722,8051,4021,403電材事業

(○)4,60123,31227,91314,22313,690金属ﾁﾀﾝ事業

差異05年度06年度06下期06上期
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ｾｸﾞﾒﾝﾄ別営業利益ｾｸﾞﾒﾝﾄ別営業利益
（百万円）（百万円）

(○)1,2608,98010,2405,0725,168連結

(×)90-1,173-1,263-592-671消去又は全社

(○)1,35010,15311,5035,6645,839合計

(○)3810414210339その他事業

(○)141,4941,508875633触媒事業

(○)311150461218243電材事業

(○)9878,4059,3924,4684,924金属ﾁﾀﾝ事業

差異05年度06年度06下期06上期
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金属ﾁﾀﾝ部門金属ﾁﾀﾝ部門

(○)8997,5978,4964,306(○)5483,6424,190ｲﾝｺﾞｯﾄ販売量(t)

(○)1742,1602,3341,135(○)2379621,199鉄鋼添加向け(t)

(×) 1513,6263,4751,715(○)331,7271,760展伸材向け(t)

(○)235,7865,8092,850(○)2702,6892,959ｽﾎﾟﾝｼﾞ販売量(t)

(○)62913,12513,7546,769(○)1,0445,9416,985ｽﾎﾟﾝｼﾞ生産量(t)

年度下期

差異05年度

06年度見通し

差異
05年
中間

06年
中間
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電材部門電材部門・触媒部門・触媒部門

61

535

66

06年
中間

(○)1411512968(○）160THC販売量(t)

触
媒
部
門

(○)2348961,130595(○)152383
高純度酸化ﾁﾀﾝ

販売量(t)

(○)2410312761(○)2145
超微粉ﾆｯｹﾙ

販売量(t)電
材
部
門

年度下期

差異
05

年度

06年度見通し
差異

05年
中間
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2006年度見通し年度見通し
（百万円）（百万円）

(○)300

(○)400

(○)440

(○)1,450

差異

5,7006,000純利益

9,80010,200経常利益

9,80010,240営業利益

36,20037,650売 上 高

前回
（06.8.2発表）

今回
（06.11.8発表）
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0606年度年度営業利益営業利益 今回発表今回発表 対対 前回発表前回発表
（億円）（億円）

10298

前回発表 今回発表

＜減益要因(×)2.3＞

（原価等 ×2.3）

・ﾁﾀﾝ鉱石、電力費、添加材等

＜増益要因(○)6.7＞

・輸出ｽﾎﾟﾝｼﾞ価格 ○2.5

・鉄鋼添加材価格 ○2.2

・為替（110円→115円） ○2.0
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2006年度見通し年度見通し
（百万円）（百万円）

(○)44

(×)70

(×)96

(○)984

差異

3,0222,978純利益

5,0655,135経常利益

5,0725,168営業利益

19,31718,333売 上 高

06下期
見通し

06上期
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営業利益営業利益 0606下見通し下見通し 対対0606上上
（億円）（億円）

50.751.7

06上 06下

＜特殊要因(○)2.2＞

・在庫評価方法変更 （06上 触媒）

＜減益要因(×)10.5＞

（将来に向けたｺｽﾄ ×5.5）

・研究開発費、新EB工場関連、

高純度等増産対応

（原価等 ×2.3）

・ﾁﾀﾝ鉱石、電力費等

（鉄鋼添加材向け ×2.7）

＜増益要因(○)7.3＞

・輸出ｽﾎﾟﾝｼ価格 ○3.8

・高純度ﾁﾀﾝ、ｲﾝｺﾞｯﾄ増販等 ○1.4

・触媒増販等 ○0.9

・その他 ○1.2
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スポンジチタンの能力増強構想
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概 要

未定投資額

茅ヶ崎では更に６,０００ｔ/年、

新工場の場合には更に１２,０００ｔ/年の増強が可能。

備考

北九州市

（新日本製鐵㈱八幡製鐵所保有地）の方向で検討中

立地

茅ヶ崎：増設工事中（２００６年7月着工）

新工場：２００７年度初め

着工時期（予定）

茅ヶ崎：２００７年度

新工場：２００９年度

完成時期（予定）

＋１３,０００ （ｔ/年） 茅ヶ崎＋ １,０００ （ｔ/年）

(＋８７％） 新工場＋１２,０００ （ｔ/年）

能力増強分

（ ）内は増強率

２８,０００ （ｔ/年） 茅ヶ崎１６,０００ （ｔ/年）

新工場１２,０００ （ｔ/年）

増強後生産能力

１５,０００ （ｔ/年）現在の生産能力

スポンジチタン新工場の建設増強内容
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ｽﾎﾟﾝｼﾞﾁﾀﾝ需要見通し

【当社推定】
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ｽﾎﾟﾝｼﾞﾁﾀﾝ需要増の背景ｽﾎﾟﾝｼﾞﾁﾀﾝ需要増の背景

・民間航空機向け・民間航空機向け

今後の主力機種のﾁﾀﾝ使用量の増加今後の主力機種のﾁﾀﾝ使用量の増加

納入機数の増加（＋主力機の比率増加）納入機数の増加（＋主力機の比率増加）

・軍需・軍需

装備軽量化によるﾁﾀﾝ使用量の増加装備軽量化によるﾁﾀﾝ使用量の増加

・一般工業、民生用・一般工業、民生用

LNGLNGﾌﾟﾗﾝﾄ、原子力発電、海水淡水化ﾌﾟﾗﾝﾄ向け増ﾌﾟﾗﾝﾄ、原子力発電、海水淡水化ﾌﾟﾗﾝﾄ向け増

各分野の需要堅調（医療、ｽﾎﾟｰﾂ、建材等）各分野の需要堅調（医療、ｽﾎﾟｰﾂ、建材等）
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民間航空機民間航空機 機種別ﾁﾀﾝ使用量機種別ﾁﾀﾝ使用量（（BuyweightBuyweight））

（（ Flyweight Flyweight ははBuyweightBuyweight のの1/51/5からから1/101/10。）。）

904A380

50

100

86

13

38

16

10

使用量(t)

2A350
今後の主力機種

従来機種

2B787

2B777

2A300

4B747

2B767

2B737

ｴﾝｼﾞﾝ数機種
BB：：BoeingBoeing、、AA：：AirbusAirbus
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民間航空機納入機数推移民間航空機納入機数推移（（BoeingBoeing＆＆AirbusAirbus））
出典：出典：AirlineAirline MonitorMonitor Jul.2006Jul.2006
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世界のスポンジ生産能力世界のスポンジ生産能力（当社推計）（当社推計）

2012年に更に＋12,000ｔ増強

備考

１６３,３００１００,７００展伸材用スポンジ

１９９,０００１２３,０００合計

５,０００３,０００撫順

２０,０００１０,０００遵儀中国

１２,０００９,０００Zaporozhye（ｳｸﾗｲﾅ）

２５,０００２３,０００TMK（ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ）

４４,０００２８,０００ＡＶＩＳＭＡ（ロシア）ＣＩＳ

１８,０００２,０００ＡＴＩ（Oremet）

１３,０００９,０００ＴＩＭＥＴ米国

３４,０００２４,０００住友チタニウム

２８,０００１５,０００東邦チタニウム日本

2010年2006年

生産能力（ｔ/年）生産会社生産国
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各社別スポンジチタン生産能力（推定）と当社シェア各社別スポンジチタン生産能力（推定）と当社シェア

当社 当社
当社

住友
住友

住友ＴＩＭＥＴ

ＴＩＭＥＴ

ＴＩＭＥＴ

ＡＴＩ

ＡＴＩ

ＡＴＩ

ＡＶＩＳＭＡ

ＡＶＩＳＭＡ

ＡＶＩＳＭＡ

ＴＭＫ

ＴＭＫ

ＴＭＫ

Zaporozhye

Zaporozhye

Zaporozhye

中国

中国

中国

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

180,000

200,000

2006年 2010年（当社新工場なし） 2010年（当社新工場稼動）

生産能力（ｔ/年）

12.2% 8.6% 14.1%
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能力増強構想能力増強構想

20062006 20072007 20082008 20092009年度以降年度以降 備考備考

スポンジチタン（ｔスポンジチタン（ｔ//年）年）

茅ヶ崎茅ヶ崎 15,00015,000 16,00016,000 →→ →→ 最大更に＋最大更に＋6,0006,000

新工場新工場 00 →→ →→ 12,00012,000 最大更に＋最大更に＋12,00012,000ｔｔ

合計合計 15,00015,000 16,00016,000 →→ 28,00028,000

チタンインゴット（ｔチタンインゴット（ｔ//年）年）

茅ヶ崎・日立茅ヶ崎・日立 9,0009,000 →→ →→ →→

北九州北九州 00 →→ 10,00010,000 →→ 最大更に＋最大更に＋10,00010,000ｔｔ

合計合計 9,0009,000 →→ 19,00019,000 →→
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スポンジチタン・チタンインゴット生産能力推移（構想）スポンジチタン・チタンインゴット生産能力推移（構想）

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

2006 2007 2008 2009年度以降

（ｔ/年）

スポンジチタン

チタンインゴット
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スポンジ新工場構想概要スポンジ新工場構想概要
スケジュール（予定）スケジュール（予定）

0606年年1111月月～～ 設計設計

0707年度上期年度上期 着工着工

0909年度中年度中 完成予定完成予定

立地立地

下工程のインゴット工場に近い下工程のインゴット工場に近い

インフラが整っているインフラが整っている 有力候補地有力候補地

将来の規模拡張が可能将来の規模拡張が可能 北九州市北九州市

天災リスクの分散（地震等）天災リスクの分散（地震等）

設備投資額設備投資額

未定（概算未定（概算 300300億円超）億円超）

資金調達資金調達

自己資金＋借入金で対応予定自己資金＋借入金で対応予定
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チタン供給可能量（イメージ）
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ｲﾝｺﾞｯﾄ販売量



2929

Ｐ

Ｐ

TOHO TOHOTOHO

塩 化 蒸 留 還 元

鉱石 コークス

Cl2

電 解
破 砕

MgCl2
Mg

製品

スポンジチタン

スポンジチタン製造工程図

TiO2 + 2Cl2 +C→TiCl4+CO2／CO TiCl4 + 2Mg → Ti + 2MgCl2

MgCl2 → Mg + Cl2

真空分離

参 考
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高純度ﾁﾀﾝ

ﾁﾀﾝｲﾝｺﾞｯﾄｽﾎﾟﾝｼﾞﾁﾀﾝ

四塩化チタン

製造技術

分析技術

チタン鉱石

超微粉ニッケル

高純度酸化チタン

ﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ重合用触媒

電材事業

触媒事業

チタン事業

チタン酸カリウム

チタン加工製品

チタン粉

環境分析等

高純度ﾁﾀﾝ

ﾁﾀﾝｲﾝｺﾞｯﾄｽﾎﾟﾝｼﾞﾁﾀﾝ

四塩化チタン

製造技術

分析技術

チタン鉱石

超微粉ニッケル

高純度酸化チタン

ﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ重合用触媒

電材事業

触媒事業

チタン事業

チタン酸カリウム

チタン加工製品

チタン粉

環境分析等

世界最強のﾁﾀﾝ総合ﾒｰｶｰ世界最強のﾁﾀﾝ総合ﾒｰｶｰ

東邦ﾁﾀﾆｳﾑｸﾞﾙｰﾌﾟの目指す姿


